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縁
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問
題
の

所
在

　

智
顕
（
五

三
八

−
五

九
七
）

の

実
践
行
法
は

、

『

摩
訶
止

観
』

に

お

け
る

止

観
の

確
立

に

よ
っ

て

完
成
さ
れ
る

が
、

こ

れ

は

あ

く
ま
で

も
晩

年
の

こ

と

で

あ
っ

て
、

前
期
時
代
は

『

釈
禅
波

羅
蜜
次
第
法
門
』

（
以

下、

『

次

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

1
）

第
禅
門
』

〉

に

示
さ
れ

る
よ

う
な
禅
観
が

主
で

あ
っ

た
。

　

筆
者
は

、

以

前
、

『

次
第
禅
門
』

に

お

け
る

五

門
禅
・

十
五

門
禅
に
つ

　
　

　
　
　
　

（
2

）

い

て

発
表
を
行
っ

た
。

そ

れ

は

各
禅
門
に

関
す
る

講
説
を

中
心
と

し
て

、

そ

の

後
に

成
立
し

た

『

修

習
止

観
坐
禅

法
要
』

（

以

下
、

『

天

台
小

止
観
』

）

所
説
の

五

門
禅

、

及
び

晩

年
の

『

摩
訶
止
観
』

所
説
の

十
門
禅
に

お

け

る

記
述
と

の

比
較
・

対

照
を

行
う
こ

と

に

よ
っ

て
、

そ

の

特
徴
を

明
ら

か

に

し
よ

う
と

試
み

た

も
の

で

あ
っ

た
。

そ

の

結
果
と

し
て

、

各
禅
門

に

関
す
る

考
察
は

あ
る

程
度
進
展
さ

せ

る
こ

と

が
で

き
た

が
、

そ

う
し

た

中
で

、

五

門

禅
の

第
四

で

あ
る

因

縁
門
に

つ

い

て

は

科
文
上

の

比

較
・

対
照

に

留
ま
る

も
の

で

あ
っ

た
た

め
、

こ

れ

に

関
す
る

具

体
的

な

講
説
の

対
比
を

行
う
こ

と

が

課
題
と

し
て

残
さ
れ

て

い

た
。

そ
こ

で
、

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十
四

巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

本
稿
で

は

前
の

研
究
を

踏
ま
え
て

、

『

次
第
禅
門
』

所
説
の

因
縁
門
に

関

す
る

具
体
的
な
記
述
を
確
認
し

、

『

天
台
小
止

観
』

『

摩
訶
止

観
』

に

お

け

る

当
該
部
分
と

の

比
較
・

対
照
を

行
う
こ

と

に
よ

っ

て
、

因
縁
門
へ

の

考
察
を
よ

り
深
め
る

こ

と
に

し
た
い

。

因

縁
門
の

講
説
に
つ

い

て

　
『

次

第
禅
門
』

に

お
い

て

因
縁
門
に

関

す
る

直
接
的
な
講
説
が

行
わ

れ

る

の

は
、

内
方
便
の

第
二

で

あ
る

「

験

善
悪
根
性
」

中
で

あ
り

、

そ
こ

で

は

ω
三

世
の

十
二

因
縁

、

鋤
果

報
の

十
二

因

縁
、

 
一

念
の

十
二

因

縁
と
い

う
三

種
が

示
さ

れ

て

い

る
。

た

だ

し
、

そ
こ

に

お

け
る

講
説
で

は

因
縁
門
の

発
相
に

関
す
る

内

容
が

示
さ
れ
る

の

み

で

あ

り
、

修
習
方

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
3

）

法
等
の

詳
細
が
明
か

さ

れ

て

い

る

わ

け
で

は

な
い

。

そ

の

た

め
、

因
縁

門

に

関
す
る

記
述

は

他
の

禅
門
に

比
べ

て

少
な
い

と

言
わ
ざ
る

を

得
な

い

が
、

し

か

し

な

が

ら
、

悪

の

対
治
法
を

示
す
中
に

因
縁
門
に
つ

い

て

の

講
説
を

見
る

こ

と
が
で

き
る

。

　
そ

も
そ
も

、

『

次
第
禅
門
』

に

お

け
る

内
方
便
の

第
二

「

験
善
悪
根
性
」
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『

釈
禅
波

羅
蜜
次
第
法
門
』

に

お
け
る

因
縁
門
に
つ

い

て

（

大
　
松）

に

は

善
と

悪
の

そ
れ

ぞ
れ

を
験

す
る

段
が

あ
り

、

そ
の

中
で

因
縁
門

は

五

種
あ
る

内

善
の

う
ち
の

第
四

と

し

て

説
か

れ
て
い

る
。

そ
し

て
、

こ

の

五

種
の

内
善
に

対
し

て

示

さ
れ

る

悪

法
が

五

種
の

不
善

法
で

あ
っ

て
、

こ

れ

ら
の

内

善
と

不
善
法
は

そ

れ
ぞ

れ

対
応
関
係
に

あ
る

と

言
え

（

4Vる
。

つ

ま
り

、

内
善
の

第
四

で

あ
る

因
縁
門

と

不
善
法
の

第
四
と

し

て

示
さ

れ
る

愚

痴
の

講
説
に
は

関
連
が

あ
る

の

で

あ
る

。

愚
痴
に

関

す
る

説
示
と
し
て

は
、

次
の

如
く
記
さ

れ
て

い

る
。

四

明
治
愚
痴
多
病

。

如
経
中
説

。

愚
痴
多
者

。

教
観
因
縁

。

（
『

大
正

蔵
』

四
六
巻

、

五

〇
三

頁、

上

段）

　

す
な
わ

ち
、

愚

痴
は

因
縁
を

観
ず
る

こ

と

に

よ
っ

て

対
治
す
る

も
の

で

あ
る

と

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

し
た

が
っ

て
、

こ

こ

で

は

悪
法
で

あ

る

愚
痴
を
治

す
る

た

め

の

方
法
が

明

か

さ

れ

て

お

り
、

こ

れ

は

要
す
る

に

因
縁
観
を

修
す
る

方
法
で

あ
る

か

ら
、

『

次
第
禅
門
』

に

お
け
る

因
縁
門

に

関
す
る

講

説
は

、

前
に

述
べ

た

発
相
に

関

す
る

部
分
と

そ
れ

に

対
応

す
る

悪

法
で

あ
る

愚
痴
の

対
治
法
（
11

因
縁
観
の

修
習
方
法
）

を
示

す
箇

所
に

お

い

て

行
わ

れ
て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

そ
の

た
め

、

因

縁
門

の

考
究
に
は

こ

れ

ら

を
併
せ

て

参
照
す
る
こ

と

が

不
可

欠
で

あ
る

。

　
ま

た
、

愚
痴
に

関
す
る

講
説
中
に

は
、

対

治
法
と

し
て

の

因

縁
門

の

修
習
方
法
を

示
す
前
段
に

、

そ

の

発
相
に
つ

い

て

の

記
述
も
確
認
で

き

る
。

こ

れ

は

直
接

的
に

因
縁
門
を
説
く
内

容
で

は

な
い

が
、

既

に

述
べ

た

よ

う
に

、

因

縁
門
と

愚
痴
は

対
応

す
る

も
の

で

あ
る

か

ら
、

適

宜
、

こ

の

部
分
を
参
照
す
る

こ

と

も
必
要
で

あ
る

。

　

以
下
で

は
、

こ

れ
ら

の

「

次
第
禅
門
』

の

講
説
を
中
心
と

し

て
、

台
小
止

観
』

『

摩
訶
止

観
』

と

の

比

較
・

対
照
を
行
う
こ

と

と

す
る

。

『

天
台
小
止

観
』

所
説
の

因
縁
門
と

の

関
連

『

天

　
『

天

台
小
止

観
』

に

お

け
る

因
縁
門
は

善
根
の

発
相
を

明
か

す
中
で

説

か

れ

て

お

り
、

こ

の

点
は

『

次
第
禅

門
』

と

同
様
で

あ
る

。

た

だ

し
、

講
説
自
体
は

「

次
第
禅
門
』

に

お

け
る

そ
れ

よ

り
も

更
に

簡
略
で

あ

る
。

次
の

如
く
で

あ
る

。

　
四

因

縁
観
善
根
発
相

。

行
者
囚
修
止

観
故

。

若
得
欲
界
未
到
地

。

身
心

静
定

。

　

忽
然

覚
悟
心
生

。

推
尋
三

世
。

無

明
行
等
諸

因
縁
中
不
見
人

我
。

即
離
断
常

。

　

破
諸

執
見

。

得
定
安
隠
解
慧
開

発
。

心
生

法
喜
不
念
世
間
之
事

。

乃
至

五

陰

　

十
二

処
十
八

界
巾

。

分
別
亦
如
是

。

是

為
因
縁

観
善
根
発
相

。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

『

大
正

蔵
』

四
六

巻
、

四
九

六

頁
、

下
段
）

　

こ

の

部
分
が

『

天

台
小
止

観
』

に

お

け

る

因
縁
門
に

関
す
る

講
説
の

全
て

で

あ
り

、

『

次
第
禅
門
』

と

は

違
っ

て
、

こ

れ

以
外
の

箇
所
に

お
い

て

因
縁
門
へ

の

言
及
が

見
ら

れ

る

と
い

う
こ

と

は

な
い

。

こ

う
し

た

点

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
5

）

は

『

天

台
小
止

観
』

の

性

質
上

、

当
然
の

こ

と

で

あ

り
、

注
意
す
べ

き

は
こ

れ

が

『

次

第
禅
門
』

に

お

け
る

因
縁
門
と

如
何
に

関
連
す
る

か

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

　

そ
こ

で
、

『

次
第
禅

門
』

に

お
け

る

講

説
を

確
認

す
る

と
、

『

天

台
小

止

観
』

の

所
説
と

同
様
の

記
述
が

見
ら

れ

る

こ

と

が

わ

か
る

。

次
に

挙

一 206一
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げ
る

通
り
で

あ
る

。

一

明
三

世
十
二

因

縁
善
根
発

者
。

亦
於

欲
界
未
到
定
心

中
。

忽
然

覚
悟
心
生

。

推

尋
三

世。

過

去

無
明

以

来
。

不
見

我
人
無

明
等

法
。

不

断
不
常

。

能
破

六
十
二

種
諸
邪
見
網

。

心

得
正

定
。

安
隠
寂
然

。

観
慧
分
明

。

通

達
無
礙

。

身

口

清
浄

。

正

行
成
就

。

此
是
三

世
十
二

因
縁
観
慧
善
根
発
相

。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（
『

大
正

蔵
』

四
六

巻、

四
九
五

頁、

下
段）

果
報
十
二

因

縁
者

。

観
現
在
歌
羅
邏
時

。

名
日

無
明

。

乃
至
生

老
死

等
。

現
在

即
有
五

陰
十
二

入
十
八

界
成
就

。

皆
従
因
縁
生

。

此

歌
羅

邏
時

。

即

有
三

事
。

一

命
二

暖
三

識
。

故
名
無
明

。

此
既
従
縁
而
生

。

無
有
自
性

。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（
『

大
正

蔵
』

四
六

巻
、

五

〇
三

頁、

中
段
）

　

前
者
は

三

世
の

十
二

因
縁

、

後
者
は

果

報
の

十
二

因
縁
に

関
す
る

講

説
で

あ
り

、

『

天

台
小
止

観
』

の

記
述
と

字
句
が
一

致
す
る

箇
所
も

見
ら

れ

る

な

ど
、

同

様
の

内
容
が

示
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

明
ら
か

で

あ
る

。

つ

ま
り

、

『

天

台
小
止

観
』

所
説
の

因

縁
門
は

、

『

次
第
禅
門
』

に

お

け

る

因
縁
門
の

第
一

で

あ
る

三

世
の

十
二

因

縁
、

及
び

第
二

で

あ
る

果
報

の

十
二

因
縁
の

講
説
を
基
に

し

て

示
さ
れ

て
い

る

と

言
え
る

。

既
に

述

べ

た

よ

う
に

、

『

天
台
小
止

観
』

に

お
い

て

は
こ

れ

以

外
に

因
縁
門
に

関

す
る

講
説
が
見
ら
れ
な
い

た

め
、

結
局
の

と
こ

ろ
、

『

次
第
禅
門
』

の
一

部
を
抜
粋
・

抄
略
し
て

因
縁
門
が

説
か

れ
て

い

る
こ

と
に

な
る

。

　

な
お

、

『

次
第
禅
門
』

で

示
さ

れ

た
一

念
の

十
二

因
縁
が

『

天

台
小
止

観
』

に

お
い

て

説
か

れ

て

い

な
い

理

由
に
つ

い

て

は
、

本
文
中
に

そ

れ

が

明
記
さ

れ
て
い

な
い

。

た

だ

し
、

後
述

す
る

よ

う
に

、

一

念
の

十
二

　
　
　
『

釈
禅
波
羅
蜜

次
第
法
門
』

に

お

け
る

因
縁
門
に
つ

い

て

（

大
　
松
）

因
縁
は
『

摩
訶
止
観
』

に
お
い

て

観
不
思
議
境
中
に

摂
め

ら

れ
る
の

で
、

『

天

台
小
止

観
』

に

お
い

て

も
善
根
の

発
相
に

関

す
る

講
説
の

範
晴
に

な

い

と

考
え
ら
れ
た

可
能
性
は

あ
ろ

う
。

　
　
『

摩
訶
止

観
」

所
説
の

因
縁
門
と
の

関

連

　
『

摩
訶
止
観
』

に

お

け
る

因
縁
門
は

十
境
・

十
乗
観
法
を
明
か
す
中

、

禅
定
境
を

説
く

段
で

示
さ
れ

て
い

る
。

こ

こ

か

ら
『

次
第
禅
門
』

所
説

の

因
縁
門
と

関
連
の

あ
る

記
述
を
挙
げ
る

と

次
の

如
く
で

あ
る

。

名
色
由
初
託

胎
識

。

初
託
胎
名
歌

羅
邏

。

此
時
即
具
三

事
。

一

命
二

嬬
三

識
。

…

…

当
知
名
色
豈
不
由
識

。

識
由
業
行

。

過
去
持
五

戒
善
業

。

業
使
人
中
受
名

色
。

過
去
破
五

戒
悪
業

。

業
使
三

塗
受

。

故
知
識

由
於
業

。

業
即
行
也

。

行
由

無
明
痴
愛

。

造
作
衆
行
使
識
流

転
。

従
過
去
来
今

。

従
今
愛
取
縁

有
。

有
能
含

果
招
未
来
生
死

。

三

世
因
縁
空
無
有
主。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

〔
『

大
正

蔵
』

四
六

巻
、

一

二

五

頁
、

下
段
）

若
三

昧
発
時
其
心
明
浄

。

見
歌

羅
邏
五

皰
開
張
生

処
住
処

。

亦
見
行
業
善
悪

所

為
好
醜

。

亦
見
未
来
生
死
之

事
三

世
分
明

。

是
名
不
隠
没
相

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
『

大
正

蔵
』

四
六

巻
、

一

二

六

頁、

上

段
）

　

こ

れ
ら
は
い

ず
れ

も
前
に

挙
げ
た

『

次
第
禅
門
』

に

お

け
る

三

世
・

果
報
そ
れ
ぞ
れ

の

十
二

因
縁
に

関
す
る

記
述
と

軌
を
一

に

す
る

も
の

で

あ
る

。

し

か

し

な
が
ら

、

『

次
第
禅
門
』

と

異
な
る

の

は
、

三

世
・

果
報

そ

れ

ぞ

れ
の

十
二

因
縁
が

明
確
に

区
分
さ
れ

て

説
か
れ

て

い

な
い

点
で

あ
る

。

そ

も
そ
も

『

摩

訶
止

観
』

は

『

次
第
禅
門
』

ほ

ど

細
か

く
科
文
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『

釈

禅
波

羅
蜜
次

第
法
門』

に
お

け
る

因
縁
門
に

つ

い

て

（

大
　
松
）

を

分
け
て

禅
観
に

関

す
る

術
語
や

概
念
の

説
明
を

行
う
こ

と

は

な

く
、

こ

の

部
分
も
そ

れ

が

顕
著
で

あ
る

。

そ

の
一

方
で

、

『

次
第
禅

門
』

で

示

さ

れ

た

個
別
の

講
説
が

そ

れ

ぞ
れ

関
連

付
け
ら

れ
、

体
系
化
さ
れ

て

い

る

点
が

『

摩
訶
止

観
』

の

特
徴
で

あ
る

と

言
え
る

。

要
す
る

に
、

『

摩
訶

止

観
』

で

は
三

世
・

果
報
そ
れ
ぞ

れ
の

十
二

因
縁
を

よ

り
巨
視
的
に

捉

え
、

両
者
の

関
係
性
を

明
ら

か

に

し
つ

つ

十
二

因
縁
に

よ

る

善

根
の

発

相
を

説
く
の

で

あ
る

。

　

と

こ

ろ

で
、

『

次
第
禅
門
』

に

お
い

て

因
縁
門
の

第
三

と

し
て

示
さ

れ

た
一

念
の

十
二

因
縁
は

、

『

摩
訶
止

観
』

で

は

前
の

二

種
の

十
二

因
縁
と

異
な
る

段
に

お
い

て

説
か
れ

て

い

る
。

次
の

通
り
で

あ
る

。

　
復
次
十
二

因

縁
十
如

十
境

。

在
異
心
中
是
生

滅
思

議
。

在
一

念
心

中
是
不
生

不

　
滅
不
可
思
議

。

華
厳
云

。

十
二

因
縁
在
一

念
心

中
。

大

集
云

。

十
二

因
縁
一

人

　
一

念
悉
皆
具

足
。

此

猶
存
略

。

若
一

人
一

念
悉

皆

具
足

十
界
十
如

十
二

因

縁
。

　
乃
可

称
為
摩

訶
衍

不
可
思

議
十
二

因
縁
耳

。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

『

大
正

蔵
』

四
六
巻

、

一

二

七

頁、

上

段
）

　

こ

れ

は
、

禅

定
境
に

対
し

て

十

乗
観
法
の

第
一

で

あ
る

観

不
思

議
境

を

用

い

る

こ

と

を

明
か

す

段
に

お

け

る

記

述
で

あ

る
。

前
の

二

種
の

十

二

因

縁
が

善
根
の

発

相
に

関
す
る

講
説
中
で

示
さ

れ

る
一

方
で

、

こ

の
一

念
の

十
二

因
縁
の

み

は

観
不
思
議
境
を
明
か

す
中
で

説
か

れ

て

お

り
、

さ
ら

に
、

こ

れ

を
「

摩
訶

衍
不
可
思
議
十
二

因
縁
」

と

称
し
て

、

禅
定
境
に

対
し
て

用
い

る

観
不
思
議
境
そ
の

も
の

で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

一

念
の

十
二

因
縁
は

前
の

二

種
の

そ

れ

と

は

明
ら

か

に

差

別
化
が

図
ら

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

の

点
が

、

前
に

述
べ

た

『

天
台
小

止
観
』

に

お
い

て
一

念
の

十
二

因
縁
が

扱
わ

れ

な
い

理
由
に

通

じ

る
と

考
え
る

。

　

た

だ

し
、

『

次
第
禅
門
』

に

お
け

る
一

念
の

十
二

因
縁
の

講
説
で

は
、

こ

れ

が

前
の

二

種
の

十
二

因
縁
と

異
な
る

特
別
な
も
の

と

し

て

扱
わ

れ

て

い

る

様
子
は

な
く、

次
の

通
り
に

記

さ
れ
る

の

み

で

あ
る

。

三

明
一

念
十
二

因
縁
善
根
発
者

。

亦
於
欲
界
未
到

静
定
心

中
。

忽
然
自
覚
刹
那

之

心
。

無
人

無
我

。

性
本
無
実

。

所
以

者
何

。

一

念
起
時

。

必

藉
因
縁

。

言
因

縁
者

。

即

具
十
二

因

縁
。

縁
無
自
性

。

一

念
豈
有
定
実

。

若
不
得
一

念
之

実
。

即
破
世

性
邪
執

。

心
与
正

定
相
応。

智
慧
開

発
猶
如
涌

泉
。

身
口

清
浄

。

離
諸

邪
行

。

是
為
一

念
十
二

縁
善
根
発

相
。

　

　
　

　
　
（

『

大
正

蔵
』

四
六

巻
、

四
九

五

頁
、

下

段
−
四
九

六
頁、

上

段
）

　
こ

れ

を
見
る

に
、

『

大

集
経
』

に

依
っ

て
一

念
の

十
二

因
縁
が

明
か

さ

れ
て

い

る

点
は

『

摩
訶
止

観
』

と

同
様
で

あ
る

が
、

こ

れ

が

特
別
な

観

法
で

あ
る

と

は

全

く
述
べ

ら
れ
て
い

な
い

。

当

然
な

が

ら
、

前
の

二

種

の

十
二

因
縁
と

同

じ

く
、

善
根
の

発
相
に

関

す
る

段

に

お

い

て

示
さ

れ
、

そ

れ

ら
と

並
べ

て

説
か

れ

る
の

み
で

あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

『

次
第

禅
門
』

の

段
階
で

は
、

一

念
の

十
二

因

縁
の

み

を

特
別
視

す
る

よ

う
な

記
述
は
一

切

見
ら

れ

な
い

の

で

あ
る

。

そ

の

た

め
、

両
書
に

お
い

て
一

念
の

十
二

因
縁
の

扱
い

が

異
な
る

点
が

特

に

注
目

さ
れ
る

。
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結
論

　

本
稿
を
要
約
す
る

と

次
の

通
り
で

あ
る

。

一
、

『

次

第
禅
門
』

に

お

け
る

因

縁
門

は
、

「

験
善
悪
根
性
」

中
の

善

根

　
の

発
相
を

明
か

す
段

、

及

び

そ

れ

に

対
応

す
る

不
善
法
の

第
四

で

あ

　

る

愚
痴
を
明
か
す
段
に

お
い

て

説
か
れ
て

い

る
。

二
、

『

天

台
小
止

観
』

に

お
け
る

因
縁
門

は
、

『

次
第
禅
門

』

所
説
の

三

　

世
・

果
報
そ
れ

ぞ
れ
の

十
二

因
縁
の

講

説
に
基
づ

く
も
の

で

あ
り

、

　

そ

の

内
容

を
一

部

抜
粋
・

抄

略
し

た

も
の

で

あ
る

。

残
る
一

念
の

　

十
二

因
縁
に
つ

い

て

は
、

『

天

台
小
止
観
』

中
で

言
及
さ
れ

る

こ

と

が

　

な

く
、

そ
の

理

由
も

明
記
さ
れ

て
い

な

い
。

た
だ

し
、

後
の

『

摩
訶

　

止

観
』

に

お

け
る
一

念
の

十
二

因

縁
の

扱
い

か
ら

推
察
す
る

と
、

善

　

根
の

発

相
を

明
か

す
中
で

こ

れ

を
示
す
の

は

不
適
切
で

あ
る

と

さ

れ

　

た

可
能
性
は

指
摘
で

き
る

。

三
、

『

摩
訶
止

観
』

に

お

け
る

因

縁

門
は
、

『

次
第
禅

門
』

所

説
の

三

　

世
・

果
報
そ
れ

ぞ
れ
の

十
二

因
縁
を
互
い

に

関
連

付
け

、

そ
の

体

系

　

化
を

図
っ

て

い

る

点
が

特
徴
的
で

あ

る
。

ま
た

、

一

念
の

十
二

因

縁

　

の

み

は

前
の

二

種
の

そ

れ

と

は

差
別

化
さ

れ
、

十
乗
観
法
の

観

不
思

　

議
境
中
に

摂
め

ら

れ

て
い

る

点
が

注
目
さ

れ

る
。

321

智
顕
の

生
涯
に

お

け
る
時
代
区
分
は、

後
掲
 
の

二

四

ー
二

七
頁
等
を
参
照

。

後
掲
 
 
を
参
照

。

因
縁
門
に

関
し
て

『

次
第
禅
門

』

巻
第
三

之

上
に

は
「

若
欲

具

論
十
五

門

『

釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
一

に

お

け
る

因
縁
門
に

つ

い

て
（
大
　
松）

　
禅

。

事
理
広

博
。

深
遠

之
相

。

下

第
七

大

段
明
修
証
中

。

一
一

従
始
訖
終

。

　
当
少
分
分

別
」

（

『

大
正
蔵
』

四
六

巻
、

四
九

六

頁
、

中
段）

と

あ
り

、

詳
細

　
は

後
に
譲
る

こ

と

が

述
べ

ら
れ

て

い

る

が、

当
該
部
分
は

不
説
で

あ
る

。

4
　
後
掲
 
を

参
照

。

5
　
後
掲
 
に

「

本
書
（

『

天

台
小

止
観
』

）

は

従
来
漠
然
と

考
え
ら

れ
て

い

た

　
よ

う
な
摩

訶
止
観
の

要

略
で

な
く

、

次
第
禅
門
の

前
四
巻
の

要
用
を
抜
抄
し

　
た
も
の

で

あ
る
こ
と
は

明
了
で

あ
る
」

（

括
弧
内
筆
者、

二

四
入

頁）

と

あ
る

。

〈

参
考
文
献
（

一

次
資
料）
〉

「

次

第
禅
門
』

（

『

大
正

蔵
』

四

六
巻

、

四

七
五

頁
、

上

段
−
五

四
八

頁、

下

段）

「

天

台
小

止
観
』

（

『

大
正
蔵
』

四
六
巻

、

四
六
二

頁
、

上
段
」
四
七
五

頁、

上

段
）

「

摩
訶
止
観
』

（

『

大
正

蔵
』

四

六
巻

、

一

頁
、

上
段
−
一

四
〇

頁、

下
段）

〈

参
考
文
献
（

二

次
資
料）
〉

 
佐
藤
哲
英

『

天
台
大

師
の

研

究
』

（

百
華
苑

、

一

九
六
一

年
三

月
∀

 
大

松
久
規
「

『

釈
禅

波
羅
蜜
次
第
法

門
』

に

お

け
る

五

門

禅
に

つ

い

て
」

　
（
『

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン

タ

ー

学
術
大

会
紀
要
』

第
一

五

号
、

二

〇
一

四
年

　
七
月

、

一

八
三

−
一

八

八

頁
）

 
大
松
久
規
「

智
頻
の

禅
観
に

つ

い

て

1
五

門
禅
・

十
五

門
禅
の

変

遷

1
」

　
（
『

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

第
四
五

号
、

二

〇
一

四

年
一

〇
月

、

三
二一
二

ー

　
三

四
〇

頁
）

 
大
松
久
規
「

『

釈
禅
波
羅

蜜
次
第
法
門
』

「

験

善
悪
根
性
」

に
つ

い

て
」

（

『

印
度

　

学
仏
教
学
研
究』

第
六
二

巻
第
一

号
、

二

〇

＝
二

年

＝
一

月、

三
九
−
四
二

頁）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

智
顕

、

『

次
第
禅
門
』

、

禅
観、

因
縁
門

、

験
善
悪
根
性

　
　
（
駒
澤
大
学
禅
研

究
所
研
修
員
・

博
士

（
仏

教
学）
）
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